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＜研究の概要＞ 
 巨大地震に伴う津波による甚大な被害を防ぐために、スマトラ沖地震発生時の津波による橋梁を中心と

する道路構造物の被害状況の分析を通じて、津波が道路構造物に及ぼす影響について検討するとともに、

その軽減策の確立を図る。 
 
＜研究継続の妥当性評価＞ 
研究の見通し、研究の進捗状況、ともに概ね良好であるが、実構造物への適用性の向上に向けて、指摘

事項に留意しながら、現行のとおり研究を推進することが妥当である。 

 


